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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

・日常の遊びの中で、様々な素材を使用しての制作を楽しむ姿が多くみられ、色々な生地も素

材の一つとして選ぶことができれば遊びがより発展すると考えた。

・また、普段身に着けている洋服や鞄など生活するうえで欠かすことができない「生地」を

テーマにすることで、日常的に興味関心が広がる機会に繋がると考えたため。

・生地week：10/8～10/15

・洋服・スカート・リボン作り：11月～1月

・ファッションショー：1/31(保育園行事の１ブースとして)

・24種類の白い生地を用意し、それぞれの生地の特徴に気づくきっかけに繋がるように様々

なコーナーを設置した。

①全身コーナー：大きめの布を用意し、手足で触ることができるコーナー

②観察・実験コーナー：水・スポイト・容器・顕微鏡・虫眼鏡・ライトテーブルを用意し、布

の特性を観察したり細部を観察することができるコーナー

③のれんコーナー：上から布をつるして質感や重さを感じ取ることができるコーナー

④ひっぱるコーナー：壁に固定したアイアンバーに布をかけたコーナー

⑤くっつく？コーナー：マジックテープにそれぞれの布がくっつくかどうか試すことができる

コーナー

 生地
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

・様々な種類の生地と触れ合い、実験や観察をじっくり行う。

・体験を通して特に興味を持った子どもへの個別のアプローチを行う。

・表現の日(保育園行事)のブースとして親子で生地を使った製作ブースとファッションショー

を行う。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

※下記ドキュメンテーションを参照





・日常的に色々な素材や道具を設定することができていればさらに興味関心が広がって

　いったように感じる。(今回は自由に使用が難しく、設定保育となってしまった)

・子どもたちの声を拾って洋服づくりやファッションショーにつながったこともあり、

　子どもの声を丁寧にキャッチし、拾うことの大切さを改めて感じた。

・子どもの声を拾うだけでなく、そのアイディアを実現する環境を作ることが子ども

　達の探究心の向上に繋がることを感じた。

5．振り返り

〈振り返りによって得た先生の気づき〉


